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『 再度！ Ｂ型肝炎再活性化に注意 』 

肝臓川柳 『 チャート図を ちゃーんと覚えて Ｂ肝チェック』 

 （ベタですが…orz、覚えて必ずチェックを） 

肝トピックス４でも紹介しましたが、最近さらに大きく問題となっているＢ型肝炎再活性

化について再度紹介いたします。Ｂ型肝炎ウイルスを持っていても肝炎を起こしていない

人だけではなく、過去にＢ型肝炎にかかって今ウイルスが血液中にいない人 

＞＞＞(この人はＢ型肝炎ウイルスが肝臓に潜伏しています)は 

免疫抑制剤や抗癌剤を使用するとＢ型肝炎ウイルスが再活性化され、血液中にウイルスが

再出現したり増加したりして、肝炎を起こす場合があります。 

◆やっかいなのはこの場合重症化し劇症肝炎で亡くなられる割合が多いことです。去年９

月に厚生労働省より注意の勧告があり、『免疫抑制・化学療法により発症するＢ型肝炎対策

ガイドラインの遵守』 

すなわち、治療前に必ず 

●HBs抗原のチェック、

 ┣陽性なら、即抗ウイルス剤投与 

 ┗陰性でも、次に HBc抗体、HBs抗体チェック 

  ┗どちらかが陽性なら月 1回 HBV-DNAをモニターし 

  ┗HBV-DNAが陽性になったら 

 ┗即抗ウイルス剤を投与することが義務づけられました 

最新の話題としては、HBV-DNA測定は高価のため、 

現在、超高感度 HBs抗原測定が開発中（安価で、HBV-DNAとほぼ同じ感度）であり、 

これが測定可能となればさらにこのアルゴリズムが一般化するものと思われます。 

Ｂ型肝炎ウイルスを持っていても肝炎を起こしていない人だけではなく、過去にＢ型肝炎

にかかって今ウイルスが血液中にいない人は（それでもＢ型肝炎ウイルスは肝臓に潜伏し

ています）免疫抑制剤や抗癌剤を使用するとＢ型肝炎ウイルスが再活性化され、血液中に

ウイルスが再出現したり増加したりして、肝炎を起こす場合があります。 

( 文： 福井県肝疾患診療連携拠点病院運営委員会 野ッ俣和夫)  
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